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研究成果の概要（和文）：大分県内の３地点、３世代、男女の組み合わせで調査をした。大分市（県内都市
部）、竹田市（県内農村部）、日田市（中間部）である。また、世代は、高年層、大学生、中学瀬いで比較し
た。その結果、地域差では、「都市性が高いほど配慮表現など定型表現を好む傾向がある」という先行研究に沿
った結果が見られた。世代差では、中学生の配慮表現は質・量ともに他世代より劣る傾向が見られた。世代差で
は、高年層において対異性の場合のほうが高い配慮表現が使われることがわかった。

研究成果の概要（英文）：We surveyed with 3 locations in Oita Prefecture, 3 generations, a 
combination of men and women. Oita city (urban area in prefecture), Takeda city (rural area in 
prefecture), Hita city (middle section). In addition, generations were compared among elderly 
people, college students, junior high school students. As a result, in the regional differences, 
there were results that were consistent with previous studies that "higher urbanity tends to prefer 
fixed expression such as consideration expression". In generational differences, attention 
expression of junior high school students tended to be inferior to other generations in quality and 
quantity.And we understood the tendency the advanced age persons used with a lot of the 
consideration expression when they talked to the opposite sex.

研究分野： 方言学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 全国的に伝統的方言の危機状況が報告さ
れている 。それを受け、さまざまな面から
の言語研究が進められているところである。
その中で方言談話における研究は、比較的新
しい分野である。方言談話に見られる言語行
動や言語表現には地域差があることがすで
に知られているが 、それが何に影響を受け
ているのか、また、どのくらいの地理的・社
会的範囲で差として観察されるのかは、まだ
研究の余地がある。そこで、比較的まとまっ
た方言談話資料を有する大分県で、都市部と
非都市部の方言談話を分析することにした。 
  
２．研究の目的 
本研究は、大分県内における方言談話の地

域差・世代差・性差を見ることを目的とする。
その際、言語コミュニケーション上重要な要
素である（対人）配慮表現を中心に比較する。 

 
３．研究の方法 
大分市内、竹田市内、日田市内の県内３か

所に調査地を絞り、それぞれの地域生まれ育
ちの高年層、大学生、中学生の３つの年層（世
代）の会話をロールプレイ調査（「依頼」「申
し出」「質問」が含まれる）によって収録・
分析し、その中から対人配慮のための言語表
現を特定し、比較した。 
ロールプレイ調査：①同じ世代の友人・知

人の男Ａと男Ｂ、女Ａと女Ｂ、男Ａ女Ｂ、女
Ａ男Ｂのペアで行う。②それぞれ 4組のペア
に同じ調査票を使い、ロールを踏まえながら
即興で会話してもらう。③調査中の 2名が会
話する間、他の 2名は別室で待機。ＡとＢの
調査票は互いが見せ合わないようにする。④
録音直後に、被調査者たちに日常的な会話同
様であることを確認した。 
その後、文字化しエクセルで一覧表を作成

した。一覧表は「ターンを単位として、セル
で区切」った。音声と一覧表を連携研究者と
研究協力者に渡して確認を行い、それを資料
として、各々の研究に利用できるようにした。 
 

４．研究成果 
 ４－１．地域差と世代差 
地域差では、西尾（2012）に示されている

ように、「都市性が高いほど配慮表現など定
型表現を好む傾向がある」という先行研究に
沿った結果が見られた。世代差では、中学生
の配慮表現は質・量ともに他世代より劣る傾
向が見られた。 
 

（１）「当番交替」申し出後の言語行動 
「当番交替」談話が行われた直後に、Ａへ

の質問で、「Ｂに対してゴミ当番・アルバイ
ト・ラジオ体操を替わってくれることを、ど
の程度申し訳なく思うか」という質問をして
いる。その結果、竹田市と日田市ではすべて
の回答（Ａ側担当の全員）が「少し申し訳な
く思う」以上を回答した 。申し訳ない気持

ちを抱きつつ発話をしているＡは、配慮のた
めの言語行動・表現を使用するであろう。そ
こで、今回は「当番交替」の申し出後のＡと
Ｂのやりとりに注目することにした。 

表１ 大分市 2015 年調査「当番交替」 

《申し出》後の Aの機能

的要素出現一覧 

Ⅰ《謝辞》 

Ⅱ《恐縮の表明》 

Ⅲ《心情説明》 

〇：有り、◎：複数有り 

  高年層 大学生 中学生 

A

側 
男 A 女 A 男 A 女 A 男 A 女 A 

B

側 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

Ⅰ 〇 ◎   〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇   

Ⅱ ◎   ◎ ◎   ◎ 〇       〇   

Ⅲ 〇 ◎ 
 

◎ 〇   〇           

 
表２ 竹田市 2016-2017 年調査  

  高年層 大学生 中学生 

A

側 
男 A 女 A 男 A 女 A 男 A 女 A 

B

側 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

Ⅰ 〇 〇     〇 ◎     〇 〇 〇 〇 

Ⅱ   〇         ◎ ◎     〇 〇 

Ⅲ 〇 〇     〇 ◎             

 

表３ 日田市 2017 年

調査 

      

  高年層 大学生 中学生 

A 側 男 A 女 A 男 A 女 A 男 A 女 A 

B 側 
男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

男

B 

女

B 

女

B 

男

B 

Ⅰ 〇 〇     ◎ ◎   ◎ 〇 〇 ◎ 〇 

Ⅱ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎     〇         

Ⅲ     〇 ◎   〇   〇         



《謝辞》（日田は《謝意の表明》も含める）、

《恐縮の表明》、《心情表明》は、Ｂに対する

直接的な配慮の要素である。 

（２）地域差 

太枠内を見ると、要素数・頻度数は大分、

日田、竹田の順となる。ほかに《申し出・受

諾の確認》・《相手状況の確認》と《念押し》

の頻度が大分市で少なく、竹田市と日田市で

は比較的多かった。特に竹田市では《念押し》

が多く、《行動の意思》も高年層を中心に多

い。日田市では《申し出・受諾の確認》・《相

手状況の確認》が多く、《状況説明》も他よ

り多いという特徴が見られた。 

（３）世代差 

大分市と日田市では、大学生と中学生の間

に差が見られる。全体的にも中学生は要素や

頻度が少ない。一方、竹田市では大学生と中

学生を比べると要素・頻度とも大学生が多い

という差が見られるが、高年層の要素・頻度

は中学生と比べて多いとは言えない。竹田市

高年層の女Ａの要素・頻度とも少ないことを

除けば、やはり中学生と大学生の間に差があ

ると言えそうである。中学生は全地域通して、

《心情説明》の要素を欠いている点から、世

代差は大学生と中学生の間にあると考えら

れる。中学生の中では要素数の多い竹田市中

学生の発話を見ても、1発話が短いという特

徴もある。 

竹田市・中学生 

女Ａ（女Ｂへ）0017A ヤッ マジデ↑《申

し出の確認》 

0019A エッ ホントニ↑《受諾の確認》 

0021A  エッ アリガトー《謝辞》 

0023A  エッ スイマセン《恐縮の表明》 

ヨロシク《念押し》 

中学生は通常、ほとんど自宅か中学校内で

過ごしており、人間関係は濃密であるが親や

教師の保護下にあって、一般社会とは直接つ

ながっていない環境で暮らしている。したが

って、調査時の相手の様子や事情もある程度

わかっているので、わざわざ心情を説明した

り、状況を説明したりする必要はない。ゆえ

に、そのような言語行動をとらなかったとい

う解釈ができる。 

＜参考文献＞西尾純二(2012)「日本語の配

慮言語行動の社会的多様性」三宅和子・野田

尚史・生越直樹編『「配慮」はどのように示

されるか』ひつじ書房 

 

４－２．依頼表現における性差 

高年層と大学生では異性に対する待遇度

が高い。ただし大学生では竹田の女性だけが

同性に対する待遇度が高い。この場合は、異

性に対しては、依頼表明の前に被依頼者が審

判に適任の理由を長々と述べたためそれが

依頼の内容を表していると捉えられたため

依頼の表現自体は簡略になり、相対的に同性

に対する方が待遇度が高くなったと考えら

れる。（次の表４を参照） 

 

表４ 対人関係と依頼表現の待遇度 

世

代 

高年層 大学生 中学生  

話

し

手 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 

対

人

関

係 

同

性 

異

性 

同

性 

異

性 

同

性 

異

性 

同

性 

異

性 

同

性 

異

性 

同

性 

異

性 

大

分

市 

 ○  ○  ○  ○  ○ ＝ ＝ 

竹

田

市 

 ○  ○  ○ ○   ○ ○  

日

田

市 

 ○  ○  ○  ○ ○  ＝ ＝ 



○印は、該当する対人関係において、より

高い待遇表現がなされることを示す。＝印は、

同じ待遇度を示す。 

 

４－３．大分県のアスペクトの動態 

アスペクトの実態を探るためには、場面設

定をした上で、よりヨル形が出やすい状況に

した談話調査が必要であると考える。そのこ

とで、ヨル・トルの対立の実態がよくわかっ

てくると思われる。実際の談話では、別の動

き（否定形はテナイ）が見えてきた。 

現時点では、福岡・大分ともに、大きくは、

まだヨル・トル（チョル）の対立が維持され

ている。ただし、その揺らぎも垣間見られ、

福岡では、否定形の多くがテナイ形になる点

に、大分では、男子大学生のトルそしてテル

への動きに、その予兆がうかがわれると考え

られる。福岡と大分で異なる点が興味深い点

であり、アンケートではつかみにくい実際の

使用状況を知ることができたことが重要な

ことだと思われる。ヨル・トルの区別という

よりも、語形が変化する姿が浮かび上がって

きた。 

（４－１．～４－３．『大分方言談話の配

慮表現を中心とした地域差・世代差・性差の

研究』より抜粋。一部改変） 
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